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イギリスで活躍した園芸家ウィリアム・ロビンソンの 『ワイルドガーデン』 (1870) は､ 現代のイ
ングリッシュガーデンのスタイルだけでなく､ イギリスのカントリーサイドの風景にも影響を与えた
重要な著作であると考えられている｡ 本稿では､ ウィリアム・ロビンソンの 『ワイルドガーデン』
(1870) を野生と異文化	という視点から考察する｡ ロビンソンは､ 耐寒性のある外
来種をイギリスの土壌や環境に馴化させ､ イギリスの在来種と共生させる新しい庭園スタイルを提唱
した｡ それは囲まれた土地についての造園だけではなく､ イギリスの水辺､ メドウ (牧草地・採草地)､
森林の下草などの環境に耐寒性を持つ外来植物を導入して､ イギリス在来種と混在した植生群落をつ
くり､ 野生化させることでイギリスの ｢自然の｣ 風景を豊かに創りだすような造園方法であった｡ ロ
ビンソンが実践した ｢ワイルドガーデン｣ では､ 耐寒性のある外来種を野生化させるプロセスを経て､
在来種と外来種がともに共生する新たな野生を再創造した｡ ｢ワイルドガーデン｣ によって創られた






ある日本原産植物が含まれていた｡ また､ 『ワイルドガーデン』 が広く読まれるようになった要因の
一つに､ アルフレッド・パーソンズが描いた挿絵の魅力があげられている｡ アルフレッド・パーソン




庭園のなかの野生と異文化 ウィリアム・ロビンソン 『ワイルドガーデン』 (1870) の思想と実践について
Ⅰ. はじめに
１. 近代イギリスの庭園の展開
近代イギリスの庭園の特色は､  自然風の庭園スタイルの志向､  異文化の庭園様式と




つことがあげられる｡ 18世紀には､ イギリスの貴族や富裕な地主のあいだで､ 丘や谷のある緩
やかな起伏のあるイギリス特有の地形を生かして､ 地所全体を自然の風景のようにデザインす
















影響を及ぼした例であると庭園史家たちは､ 論じている｡ (, 1960など) イギリス発の
風景式庭園は､ ドイツ､ オーストリア､ フランス､ ロシア､ スウェーデン､ イタリアなどでも
｢イギリス庭園｣ として造園されることによって､ それぞれの国の整形式庭園に対して､ より
自然に基づくという考えの造園方法があるということを示した｡
逆に､ イギリスでも､ 現在､ 貴族や富裕な地主の地所であるカントリーハウスの庭園を訪ね
ると､ 広大な地所のなかに､ 国名を冠した庭園がそれぞれふさわしい場所にデザインされ､ お
さまっている｡ それらは､ イタリア式庭園､ オランダ式庭園､ フランス式整形庭園､ スペイン
式庭園､ エジプト式庭園､ シノワズリー (中国式) 庭園､ ムガール式庭園､ 日本庭園などであ











(1979) によると､ イングランドでは､ 1550年には､ 外来種で耐寒性がある木本は36品種のみ
の栽培であったのに対して､ 1600年までに103品種､ 1700年までに239品種､ 1800年までに733
品種､ 1900年までには1911品種にものぼった｡ これは､ プラント・コレクターの精力的な活動
のおかげである｡ このように､ イギリスの庭園では､ エキゾチックな植物の流入と耐寒性を備
えている植物の自然化・野生化のプロセスが近代に急速にみられた｡ (, 1979)
 中産階級の勃興





形で庭園を創る試みとなった｡ 同時に ｢手入れのかからぬ (ローメンテナンス)｣ ｢持続可能な






ンソンの園芸書 『ワイルドガーデン』 (1870) に注目する｡ そして､ 野生と異文化	

は､ 近代のイギリスの庭園をめぐる重要なキーワードであることを示す｡
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次のⅡ章では､ ウィリアム・ロビンソン1838－1935の人生の軌跡について概観した後に､ 彼
の著作 『ワイルドガーデン』 (1870) が理想とする庭園について､ 著作のイラストや記述に基
づいて考える｡ Ⅲ章では､ ロビンソンと日本の関係について､ ささやかであり間接的なつなが
りではあるが､ イギリスにおけるジャポニズム流行という時代の文化的・空間的文脈に基づい
て考察する｡ 最終章のⅣ章では､ 近代のイギリスの庭園において､ ワイルドガーデンの方法で
どのように ｢野生｣ が新たに創造されたのかについてまとめる｡
Ⅱ. ウィリアム・ロビンソンの 『ワイルドガーデン』 (1870)
この章では､ まず､ ロビンソンの ｢ライフヒストリー／ライフジオグラフィー｣ (
	






る｡ アランはロビンソンの伝記に ｢イングリッシュ・フラワー・ガーデンの父｣ という副題を
つけている｡ (, 1982) 2008年には､ 庭園史家リチャード・ビスグローブ

によって､ 多くの美しい図版入りの写真集としても楽しめるようなロビンソンの伝記が刊行さ










師としてのキャリアをスタートさせた｡ 次いで､ ダブリンへ出て､ 	
でとして修行した｡ その後､ で働くようになったが､ 温
室の室温管理の不備をめぐり口論してそこでの仕事をやめることになったといわれている｡ そ



















ロビンソンは1867年に独立する｡ 彼は､ フランスにでかけ､ 園芸雑誌
や､ 一般紙  !にパリ博覧会の庭園についての記事を寄稿し､ パリで庭園を見学
し修行する｡ とくに1850年代から1860年代にオスマン知事により再編成されたパリの街路など
の公共空間の植栽とスタイルを研究する｡ その成果は２冊の著作､ "#! 
(1868) と$%#$(1869) の刊行に結びつく｡
1870年にロビンソンは２冊の著作を刊行する｡ &'(#(1870) と)
(1870) の２冊である｡ 著作 『ワイルドガーデン』 のなかでロビンソンが提唱した考
えは､ 将来手厚い世話をしなくてもいいように完全な耐寒性をもつ外来種をイギリスの野外の
土地に植えることである｡ この提案は､ 整形式花壇全盛の時代に対してガーデンデザインの革
命となった｡ ロビンソンの勧めた手法は､ 草地に球根を植える､ 在来種と外来種を混在させた
その土地の環境にあったボーダー (群落) 花壇をつくる､ 柔らかく微妙な色遣いと植物相互の
立体的な組み合わせを考慮するといったようなものであった｡ *+,によれば､ ロビンソン
は)を改訂し続け､ ７版 (1928) まで版を重ねた｡ ロビンソンの)は､
実用的な園芸指南書としてイギリスで長期にわたってベストセラーになった｡




重ねる友人であった｡ ジーキルとロビンソンは､ ともに､ 現在のガーデニングの一潮流とされ
るイングリッシュガーデン像をつくりあげた｡
1883年には､ ロビンソンは､  1"(を刊行した｡








と庭園で､ ロビンソンは彼の理想とする造園を実践した｡ 1935年に亡くなるまで､ ロビンソン
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えて』  !"#$ # %%#&% '( %)'' *'(
)+',-'#./',-''(0'#1/#2(1870)
この長いタイトルの中に､ ロビンソンが考えるワイルドガーデンとは何であるかが凝縮され
ている｡ 次に､ この 『ワイルドガーデン』 (1870) が理想とする庭園について考えるために､
まず､ 初版の唯一のイラストであるタイトル頁の隣の頁に掲げられたイラストを読み解く｡ 次
に､ ロビンソンの主張と著作 『ワイルドガーデン』 のインパクトについて考える｡
 ワイルドガーデンでロビンソンがどのような庭園を目指していたのか､ 初版のイラストか
ら読み解く

































このイラストには､ 立体的な植栽､ つまり､ 高木から下草までバラエティに富む､ 樹木､ 灌
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行者がこの場所にアクセスできるということは､ ワイルドガーデンは､ オープンフィールドを














一方､ ロビンソンの提唱するワイルドガーデンとは､ イギリス在来種に加え､ ヨーロッパや
アジアの耐寒種を新たに導入し､ イギリスの屋外の土壌や環境に馴化させる手法をとる｡ ロビ
ンソンは､ エキゾチックな植物の野生化・自然化について熱心に論じた｡ 彼はイギリスの土壌
と気候に合った自然な越冬植物 (樹木､ 灌木､ 花､ 宿根草) を使い自然なガーデニングを提案
した｡ 彼は､ 世界中から近代イギリスに集まってきた耐寒性のある野生に育つ植物を､ イギリ
スの土地に根付くかどうかひとつひとつ試しながら試行錯誤した｡ 彼の著作 『ワイルドガーデ













さらに､ ロビンソンの試みは18世紀の風景思想家が好んで論じた風景の ｢改良｣ (
	
) の思想の19世紀後半的な継承だとも考えられる｡
ロビンソンは､ ワイルドガーデンの考え方を敷衍すると､ 森､ 湿地､ メドウ (牧草地・採草
地) などもデザインして自然の風景の庭園にできることを示した｡ ワイルドガーデンの方法論














この章では､ ロビンソンと日本について考察する｡ ロビンソン自身は､ 日本旅行を経験して








的植物を採集・買い付けたのは､ 1860年で､ その植物がイギリスに運ばれて､ はじめて商業ベー
スにのり売り出されたのが1861年である｡ 後にロビンソンも多く園芸記事を執筆することにな
る園芸雑誌のに､ ヴィーチ商会は､ 	 !	" の見出
しで広告を､ 1861年６月１・８・15日に掲載した｡ また､ フォーチュンが日本で集めた植物は､
ジョン・スタンディッシュ商会によって売り出されたが､ かれらは同雑誌に､ 	 
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植物画家アルフレッド・パーソンズ 1847!1920は､ ロビンソンの 『ワイルド
ガーデン』 の1881年以降の版に100枚近くの挿絵を描いた｡ パーソンズは､ イギリス南西部に
あるサマーセット" #の園芸好きな外科医の息子として生まれた｡ 彼は､ はじめは郵便
局で働きはじめるが､ やがてケンジントンの画学校で学び､ 水彩画家となる｡ 後に､ ガーデン
デザイナーとしても活躍した｡ ($
, 1995) %
& 'によると､ パーソンズは､ 1875年
(もしくは､ 1878年) ２月にロビンソンに手紙を書き､ ロビンソンのワイルドガーデンの考え
に共鳴し表現した絵画をたくさん描いているから､ ロンドンの$( にある彼のスタジ
オに絵を見に来て欲しいと売り込み､ 成功した｡ パーソンズは 『ワイルドガーデン』 の挿絵を
1881年以降の版に描いた｡ パーソンズの見事な挿絵のおかげで 『ワイルドガーデン』 は､ より
魅力的な本となったと評価されている｡ (%
& ', 2008：)79)
この挿絵 (図４) は､ パーソンズが描いた 『ワイルドガーデン』 の第４版 (" に






0とキャプションがある｡ + #は､ パーソンズの故郷の
" #にある｡ 挿絵には､ イギリスの春先のカントリーサイドの風景が描かれている｡ そこ
には､ 小川が流れ､ 若葉が芽吹く前の広葉落葉樹の林床に宿根草である､ イギリスの春を告げ
る典型的な植物､ 黄色い桜草であるプリムローズ､ キングスカップ､ 水仙であるダフォデルが
群生している｡
パーソンズは､ このイラストを描いた後の時代である1892年に､ 日本旅行を行った｡ 彼は､
長崎から瀬戸内海､ 関西､ 富士山などを９ヶ月かけてめぐった｡ 帰国後､ パーソンズは､ 1896




然観｣ について考察している｡ (西田, 2003：393) 西田の指摘しているようなパーソンズの
もつ ｢原生景へのまなざし｣ とは何であったかについて､ 彼の人生全体を射程にいれて考察す
るならば､ パーソンズがロビンソンの 『ワイルドガーデン』 の挿絵を数多く描き､ ガーデンデ
ザインをするなかで鍛えられた自然観でありまなざしであったのではないかと考えられる｡
パーソンズは､ 植物を得意とする画家であり､ 彼は､ 後に､ 日本を訪れた外交官である .




























パーソンズが描いた次の挿絵 (図６) は､ 
()
とタイトルがついている｡ 
( ) は､ イタドリ
(タデ科) であり､ 非常に繁殖力が強い多年草である｡ ロビンソンは､ 『ワイルドガーデン』 の
中で ｢庭園の中では他の植物を圧倒する繁殖力をもつ恐れがあるので､ 遊園地の外縁や充分に
土のある水辺に植栽すると見栄えがする｣ (184) と述べる｡ また､ その植栽につ




























検討中だ｡｣ (朝日新聞2009年８月16日 (14版) ２面)
Ⅳ. おわりに：近代イギリス庭園にみられる ｢野生｣ の再創造
最後に､ 19世紀後半における野生についての文化的意味とロビンソンにおけるガーデニング
と ｢野生＝自然｣ について考察してまとめとする｡
１. 野生 (ワイルド､ ウィルダネス) の文化的意味
ロビンソンの活躍した19世紀後半は､ ｢ほんものの野生｣ いいかえると ｢原生自然ともいう
べきもの｣ は､ 地上から姿を消しつつある時期と重なっている｡ アメリカ西部開拓の歴史をみ
ても､ 東海岸から出発した開拓者が西海岸に到達したために､ もう開拓すべきフロンティアが
なくなってしまったのも19世紀の終わりである｡ 人間の文明化の歴史は､ 人間が自然を開拓､
開墾することによって､ 自然を人間の側に手なずけてきた歴史である｡ しかし同時に､ 野生を
人間の手で創りだしていかなくてはならない､ 守らなくてはならないという考え方も生まれた｡
そこには人工と自然あるいは野生という絶妙のバランスが求められた｡
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デニングは､ 自然を直接扱って表現する芸術である｡ (, 2008) それは､ 手をかける
こと (手をかけすぎないことが重要) と自然にまかせることの絶妙なバランスの上に成り立つ
芸術であった｡
最後に庭園の中でどのように ｢野生｣ が創造されてきたのか､ ロビンソンの方法をまとめる｡
ロビンソンの考えるワイルドガーデンとは､ 耐寒性のある (＝イギリスの環境に適応した) 外
来種 (異文化) を巧みに取り入れて在来種とともに混植して群生させる方法をとった｡ ロビン
ソンは､ 豊かな野生を創りだすために､ 異文化の力を利用すること (外来植物のトランスカル
チャレーション) をあみだした｡ ワイルドガーデンでは､ 外来種を野生化させるプロセスで､
在来種と外来種がともに共生する新たな野生を再創造した｡ ロビンソンの試みは､ 外来種 (異
文化) の野生化に基づくイギリスの風景の再創造の方法であり､ ハイブリッドなナショナリズ
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庭園のなかの野生と異文化 ウィリアム・ロビンソン 『ワイルドガーデン』 (1870) の思想と実践について
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